
   サッカーは得点が入った時に「ゴール」と言いますが、ラグビーの場合はなぜ「トライ」と言うのでしょうか？ 

ラグビーが誕生した 150 年以上前は「トライ」をしても得点が与えられず、得点は「トライ」を

した後のコンバージョンキックでのみ与えられていました。 

トライ「tｒy」＝挑戦。つまりキックへの挑戦権を得るための言葉だったんですね。 

             健康で元気な明日を迎えるためにも毎日がトライだと感じます。 

旧十勝開墾合資会社、熊牛農場の厩舎（渋谷ファーム） 

大正 8 年に熊牛農場の厩舎として建築された建物を一部改築し、現在も渋谷ファ 

ームの牛舎として使われている。明治 30年に渋沢栄一他 10名が資本金 100万円 

で旧十勝開墾会社を設立し開拓を始めた。当時は交通の不便、気候の寒冷等支障 

も多くまた十分な機械が無かったものの、最盛期には約 8000 ヘクタールの耕作地 

となり、昭和 9年の解散まで続いた。 

 

 

                            渋沢栄一翁は塙保己一・荻野吟子と埼玉県 

の三偉人であり、理化学研究所の創立者で 

す。県では渋沢栄一ビジネス大賞を開催し、 

毎年全国から多くの応募者(企業)がエント 

リーしています。栄一翁の論語と算盤は有名 

であり、栄一翁は 600もの企業設立に携わっ 

たことは良く知られていますが、清水町のよ 

うに自治体の発展にまで尽力していること 

はあまり知られていません。今回の視察で

は、明治時代に未開拓だった北海道の奥地に入植し、私財を投げうって会社を設立、町を発展させた

栄一翁の偉業を改めて知ることができました。いかに栄一翁が顕彰されているかを町長や議長から直

接お話を伺えた貴重な機会となりました。これから深谷市や埼玉県が更に全国に遺した栄一翁のレガ

シーを繋げていくきっかけとなった思いがしました。また、数日後には埼玉県と清水町との交流が深

まったことが地元紙に掲載されています。 
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深谷市で生まれた渋沢栄一氏が十勝開墾合資会社をつくり、町の開拓と発展の原動力となった清水

町を視察しました。2024年に新一万円札への肖像画になることが決定した「日本資本主義の父」渋沢

栄一翁への理解を深めるとともに、今後は埼玉県と清水町との相互交流、さらに埼玉の PR に繋げて

いく必要があります。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

討議資料 
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昭和４５年（１９７０）鴻巣市本町生まれ/鴻巣幼稚園/鴻巣東小学校/鴻巣中学校/埼玉栄高校（ｻｯｶｰ部）/亜細亜大学経済

学部国際関係学科卒/セントラルワシントン大学ＡＵＡＰ課程修了/鴻巣幼稚園保護者会副会長/鴻巣東小ＰＴＡ副会長/

鴻巣市商工会青年部第３１代部長/第８回こうのす花火大会代表/鴻巣市消防団第２分団員（２3 年目）/鴻巣市議会議員

２期/H２７年～埼玉県議会議員/産業労働企業委員/自然再生循環型社会対策特別委員/家族・妻・長女・長男・愛犬レオ 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会 

鴻巣市消防団では団員がいかなる時にも人命救助ができる体制を構築できるように、数年ごとに

普通救命救急を受講しています。救命では①予防②早期認識と通報③一次救命処置④二次救命処置

と心拍再開後の集中治療（病院）という救命の連鎖が大切です。 

平成３０年度の県央消防本部（鴻巣・北本・桶川）では１,１７０回の救急出動があり、うち現

場到着時における心肺停止は３２７件でした。 

近年は防災訓練や広報誌よる救命救急講習の啓発、119 番通報時の消防指令部からの現場処置方

法のアドバイスによって、一般の方が心肺停止状態に陥った傷病者に対して蘇生をおこなえる割合

が高くなってきています。救急隊が７～８分で現場に到着してから AED等を用いて蘇生法をおこな

った場合には１割弱しか社会復帰できていませんが、救急隊到着までの間に AED等を用いて蘇生法

を行った場合は５割以上が社会復帰されていることから、救急隊の到着まで誰もが蘇生を実践でき

る知識と技術の習得が大切だと言えます。受講の推奨は広報誌や HPでも頻繁に案内されています

ので、数年に一度は受講してみてはいかがでしょうか。 

 

普通救命救急講習の受講 


